
 第１回小嶋道場型大会へ出場する選手の皆様へ（２月２４日（月）開催） 

《選手受付時間について》 午前９：２０～１０：００  

千葉県総合スポーツセンター内の千葉県武道館１階のロビーで受付を済ませて 

「トーナメント表」と「ゼッケンシール」を受け取って下さい。 

《事前説明及び練習》 午前１０時０５分～１０時３０分    

  １階の武道場で行いますので、道着で参加して下さい。 

《当日配布するトーナメント表の見方》        《２階大会会場のコート配置図》 

数字の小さい方が白側、大きい方は赤側 

 

    

   

    １  ２ ゼッケン番号 

  （白側）（赤側） 

 

 

《駐車場について》 

武道館の脇に９０台分の駐車場がありますが、満車になった場合は大駐車場に停めて下さい。 

《保護者の選手誘導のお願いについて》 

選手は、自分の試合の５試合前までに試合コート（赤白コーナー）へ来て下さい。 

  幼児及び低学年以下のお子様については、保護者の方が試合コートまで誘導下さるようご協 

力お願いいたします。 

《連絡事項について》 

１ 保護者及びご家族であれば入場できますが、それ以外の人は入場できません。 

また、選手受付の際は、選手と保護者が一緒に受付をして下さい。 

２ 館内は土足厳禁となります。下駄箱にも限りがありますので、各自で下足入れビニール袋を

用意して下さい。 

３ 館内にゴミ箱は設置しておりません。ゴミ、ペットボトルは全て各自でお持ち帰り下さい。 

４ 惜しくも負けてしまった場合は終了となりますが、そのまま試合を観戦しても構いません。

なお、入賞者（クラス別参加人数と入賞枠を参照）は表彰式と記念撮影がありますので、 

帰らずに待機して下さい。 

５ 武道館の館内及び敷地内は全て禁煙です。入口付近での喫煙もお止め下さい。 

《観戦時のお願い》 

１ セコンド席は、試合中の選手の保護者及び次の試合の保護者の２名のみしか付けません。 

２ 他の選手の観戦及び撮影は、ご自身のコート控え席からでお願いします。 

３ 場内での立ち見は禁止とさせて頂きます。また、混雑防止のためトイレ、グッズ購入など以

外は、館内を動き回ることや別のコート席への移動なども控えて下さい。 

４ 道着の背中中央上に名前を書いておいて下さい。例：縦書きで「小嶋」「勇也」など。 

本部席 

Ａ 

コート 
12

ふ 

試合番号 

Ｄ 

コート 

Ｂ 

コート 

Ｃ 

コート 



第１回極真空手小嶋道場「型」大会クラス別参加者 

 

 

 試合クラス 人数 入 賞 枠 試合数 コート ゼッケンＮ０ 

１ 幼年・白帯 ３ 優勝 ２ Ｄ １～３ 

２ 幼年・オレンジ帯 ４ 優勝・準優勝 ３ Ｄ ４～７ 

３ 幼年・青帯 ４ 優勝・準優勝 ３ Ｄ  ８～１１ 

４ 小学１・２年生・白帯（男女） ４ 優勝・準優勝 ３ Ｄ １２～１５ 

５ 小学１・２年生男子・ｵﾚﾝｼﾞ帯 １３ 優勝～４位 １２ Ｄ １６～２８ 

６ 小学１・２年生女子・ｵﾚﾝｼﾞ帯 ４ 優勝・準優勝 ３ Ｄ ２９～３２ 

７ 小学１・２年生・青帯（男女） １３ 優勝～４位 １２ Ｃ ３３～４５ 

８ 小学１・２年生・黄帯（男女） １１ 優勝～４位 １０ Ｄ ４６～５６ 

９ 小学１・２年生・緑帯（男女） ６ 優勝・準優勝 ５ Ｃ ５７～６３ 

10 小学３・４年生・白帯（男女） ３ 優勝 ２ Ｃ ６４～６６ 

11 小学３・４年生・ｵﾚﾝｼﾞ帯（男女） ５ 優勝・準優勝 ４ Ｃ ６７～７１ 

12 小学３・４年生男子・青帯 ７ 

 

優勝・準優勝 ６ Ｃ ７２～７８ 

13 小学３・４年生女子・青帯 ５ 優勝・準優勝 ４ Ｃ ７９～８３ 

14 小学３・４年生・黄帯（男女） ６ 優勝・準優勝 ５ Ｂ ８４～８９ 

15 小学３・４年生男子・緑帯 ８ 優勝～４位 ７ Ｂ ９０～９７ 

16 小学３・４年生女子・緑帯 ５ 優勝・準優勝 ４ Ｂ ９８～１０２ 

17 小学３・４年生・茶帯２級（男女） ８ 優勝～４位 ７ Ｂ １０３～１１０ 

18 小学３・４年生・茶帯１級（男女） ４ 優勝・準優勝 ３ Ｂ １１１～１１４ 

19 小学５・６年生・ｵﾚﾝｼﾞ帯（男女） ５ 優勝・準優勝 ４ Ｂ １１５～１１９ 

20 小学５・６年生・黄帯（男女） ７ 優勝・準優勝 ６ Ｂ １２０～１２６ 

21 小学５・６年生・緑帯（男女） ８ 優勝～４位 ７ Ａ １２７～１３４ 

22 小学５・６年生・茶帯２級（男女） ４ 優勝・準優勝 ３ Ａ １３５～１３８ 

23 小学５・６年生・茶帯１級（男女） ４ 優勝・準優勝 ３ Ａ １３９～１４２ 

24 小学５・６年生・黒帯（男女） ５ 優勝・準優勝 ４ Ａ １４３～１４７ 

25 中学生・茶帯２級（男女） ３ 優勝 ２ Ａ １４８～１５０ 

26 中学生・黒帯（男女） ４ 優勝・準優勝 ３ Ａ １５１～１５４ 

27 一般（高校生以上）・ｵﾚﾝｼﾞ帯 ３ 優勝 ２ Ａ １５５～１５７ 

28 一般（高校生以上）・黒帯 ４ 優勝・準優勝 ３ Ａ １５８～１６１ 

29 壮年（50 歳以上）・青帯 ２ 優勝 １ Ａ １６２～１６３ 

30 壮年（50 歳以上）・黄帯 ３ 優勝 ２ Ａ １６４～１６６ 

 Ｄ３６Ｃ３３Ｂ３６Ａ３０      

 合  計 １６６  １３５   



 

 

 

１ 試合の方式について 

① 各年齢（学年）、帯別に分かれ指定した型をトーナメント方式で行なう。 

② 組手の試合と同様に、白赤コーナーに分かれ１人ずつ指定型を行なう。 

③ 本戦１回の演武で引き分けの場合は延長戦１回を行ない勝敗を決める。 

 

 ２ 審判員について 

   主審１名、副審４名の５審制とする。 

ただし、大会や人数の規模により主審１名、副審２名の３審制も有り得る。 

 

 ３ 勝敗の判定について 

本戦で１人ずつ指定型の演武を行なった後に、組手の試合と同様に選手は中央に立ち、主

審が主導のもと判定を取り、３名以上の指示が得られた方の選手が勝者となる。 

本戦で３名以上の指示が得られない場合は、延長戦となる。延長戦の判定はマストシステ

ムとする。 

  

 ４ 判定の基準について 

   減点または加点のポイントが高い①→②→③→④→⑤低いとなる。 

①指定型で演武されているか。 

    例）太極３で行なうところを、太極１と間違えて始めてしまった。 

   ②固々の技に間違いはないか。 

例）上段突きが中段突きになっている、上段受けが下段払いになっているなど 

   ③固々の技の正確性、スピード、力強さ、緩急 

    全ての攻撃技・受け技においてスピード・力強さ・緩急があることを前提とする。 

攻撃技（突き、手刀、肘、前蹴り、横蹴りなど） 

・当てる位置、軌道が正確である。 

    受け技（上段、中段外・内受け、下段払い、手刀回し受けなど） 

    ・受ける位置、軌道が正確である。 

    ・予備動作が正確である。 

    引き手 

    ・拳が脇の下の位置にあり体に付いている。 

   ④立ち方の正確性と腰の落とし 

    ・前屈立ち、後屈立ち、騎馬立ちなどの立ち方が正確である。 

    ・腰も十分に落ちて体の軸もブレていない。 

   ⑤挨拶の姿勢、気合、息吹 

    ・不動立ちで十字を切って「押忍」の挨拶ができている。 

    ・気合を入れる箇所で「セイ」の発声ができているか。 

    ・結び立ちからの息吹、または息吹を入れる箇所で、息を吐き出しているか。 

    ・男女が対戦の場合は、この判定の比較は極めて低いものとする。 



５ 試合の進め方について 

  ・組手の試合と同様に、各コートに分かれて演武を行なう。 

  ・選手は白赤コーナーに分かれて待機し、司会に呼ばれたら挨拶をして、試合場の中央に 

不動立ちで立ち主審の号令を待つ。 

  ・白側の選手が先に演武をするが、赤の選手は待機位置に立ったままで良い。 

また、赤側の選手の演武の時は、白側の選手は待機位置に戻り見守る。 

・選手同士の最初の挨拶は行なわないが、演武及び判定後には組手の試合と同様の挨拶を 

する。 

 

６ 審判員の号令及び動作について 

  ・主審は、組手試合とは反対に、正面に背をむけて選手を向かえ入れる。 

・選手を中央に不動立ちで立たせてから以下の手順で演武を始めさせる。 

   

  幼児の全クラス、小学生の白帯とオレンジ帯（主審が号令をかける） 

  「正面に礼」→「黙想（結び立ち）」→「太極１ようい」→「いち（号令をかける）」 

→「直れ（結び立ち）」→「不動立ち」→「正面に礼」 

 

  小学生の青帯以上と中学生以上の全クラス（無号令で行なう） 

  「正面に礼」→「黙想（結び立ち）」→「太極３ようい」→「はじめ」→「不動立ち」 

→「正面に礼」 

 

  演武後に白赤選手を並べて組手試合と同様の判定を取る。 

 

  号令について 

  ・審判が号令をかける・・・幼児の全クラス、小学生の白帯とオレンジ帯 

  ・無号令・・・小学生の青帯以上と中学生以上の全クラス 

 

７ その他 

  男子の選手は、道着の上着の下には、何も着用しないこと。 

  女子の選手は、道着の上着の下には、Ｔシャツまたはタンクトップのみ着用して良いことと

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


